
会社は、沿線住民、社員に謝罪せよ！

ＪＲ東海労ニュース
リニア工事で汚染水！県に未報告は隠蔽か？！
会社に申し入れ！

２月23日のマスコミによると、「岐阜県は22日、リニア中央新幹線工事に伴いＪＲ

東海が2012〜2014年に実施した地下水調査などで、基準値を超す総水銀などが検出さ

れていたにもかかわらず、県に報告していなかったと発表した。県は要綱で、有害物

質による汚染を確認した際は報告するよう求めているが、ＪＲ東海は『要綱を承知し

ていなかった』している。県はＪＲ東海を注意し、経緯や再発防止策を報告するよう

指示した」と報道しました。

会社は、リニア中央新幹線建設は沿線住民の環境保全と法令を遵守しなければなり

ません。しかし、今回の未報告は、隠蔽であると言わざるを得ません。会社の建設あ

りき、沿線住民無視、儲け主義の姿勢が露わになった証左といえます。

本部は本日、「ＪＲ東海による汚染水の未報告について」（『申第19号』）を申し

入れました。以下、申し入れ内容です。

１．「汚染水の未報告」は、まさに隠蔽行為でありコンプライアンス違反である。ま

ずは地域・住民、自治体に謝罪し、さらにＪＲ東海の信頼と信用を失墜させた行為

について全社員に対しても謝罪すること。

２．「汚染水の未報告」の事実経過を時系列で明らかにすること。

３．「汚染水の未報告」の原因と対策を明らかにすること。

４．岐阜県から注意され求められている「経緯や再発防止策」を明らかにすること。
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